






































































































































































































































いても「不完全」な自己決定能力者とされる（たとえば，民法 4条～ 21 条・




















































































































命令制度は，2004 年・2007 年の 2 度にわたるDV防止法の改正により適用
範囲が拡大され，2004 年の改正により，①元配偶者への拡大（DV10 条 1 項），
②子への接近禁止命令（同条 3項），③退去命令の期間の拡大（2週間から 2 


























止法が制定（2001 年）される前の 1999 年にはわずか 439 件だったが，2012
年には 4304 件と約 10 倍になっている。全国の配偶者暴力相談支援センター








2013 年 6 月，ストーカー規制法，DV防止法が同時に改正された。ストー
カー規制法は制定後初めての改正であり，メール送信を法的規制の対象とし
（2013 年 7 月施行），被害者自らが禁止命令の申立てをすることができる等
の改正（2013 年 10 月施行）が行われた。DV防止法は，従来，配偶者（事
実婚を含む）からの暴力に限っていた法的規制の対象を「交際相手」からの




























































護命令発令までに約 10 日から 2週間を要している。DV防止法 14 条 1 項但
京女法学　第 6号52
書は，無審尋で保護命令を発令することができるとしているが，ほとんど発
令されておらず（2012（平成 24）年 30 件，最高裁判所回答），「死文化」し
ているといえよう。保護命令違反者に罰則が科せられていることから，命令
を受ける相手方に対する手続的保障がないまま保護命令が発令できるとする
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